
越後平野における地震痕跡－液状化跡を検出した遺跡の立地－

加藤　学（ 公財 新潟県埋蔵文化財調査事業団）

はじめに

年に発生した新潟地震では、新潟市周辺で液状化現象が発生し、鉄筋コンクリート造建物の
倒壊、橋桁の落下など、甚大な被害がみられた。越後平野は、厚い砂地盤でできていること、地下水
位が比較的高いことから、液状化が発生しやすい環境にあり、被害が拡大したと考えられている（新
潟県高等学校教育研究会理科部新潟の地震編集委員会 等）。
令和 年能登半島地震においては、新潟県内で 棟の建物被害が発生したが、うち 棟

（全壊 棟、半壊 棟、一部損壊 棟）が新潟市域に集中する（ 月 日時点、新潟県災
害対策本部第 報）。新潟市における建物被害のほとんどは液状化によるものであり、新潟大学の調
査で、①砂丘斜面末端、②信濃川の流路跡、③低地の宅地造成地で被害が集中することが明らかにさ
れている。そして、これらの範囲は、新潟地震での液状化被害分布とほぼ一致しており、再液状化し
たとされた（卜部ほか ）。
筆者は、新潟県内の地震痕跡を集成したことがあり、その立地の傾向を分析したことがある（中埜・

酒井・加藤 、加藤・酒井・中埜 ）。本稿では、その後に増加した事例も含め、越後平野にお
いて地震痕跡を検出した遺跡の立地を検討し、新潟地震・能登半島地震における被災地域と比較する
こととしたい。

１．越後平野の形成過程

越後平野は、沈降活動と信濃川・阿賀野川等による埋積の繰り返しにより形成されている。このよ
うな形成過程から地中深くに遺跡が埋没しており、味方排水機場遺跡では、地下 ｍから縄文時代中
期後葉～後期前葉の土器が出土している（高濱・卜部・寺﨑 ）。一方、地下深部に埋没する遺跡
を地表面から把握することはできず、 年ころから深部の試掘調査が積極的に行われるようにな
った。この調査により、遺跡空白地帯で新たな発見が相次ぐようになっている。
越後平野の特徴のひとつに、海岸部の砂丘列をあげることができる。縄文時代前期に当時の海岸線

沿いには砂丘列が形成され始め、その後、西側に前進していき、約 年前に現在に近い海岸線が
形成されたといわれる（鴨井・安井 、鴨井 等）。砂丘列の発達は、越後平野から日本海へ
の排水の障害となり、河口は信濃川河口付近の か所に集約され、内陸には湿原や潟湖が形成される
こととなった（鴨井 等）。このような平野の形成過程は、液状化しやすい環境を生み出した要因
のひとつと考えられる。
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２．地震痕跡の検出数

新潟県内の遺跡調査で発見された地震痕跡は、これまでに幾度か集成されている（春日ほか 、
高濱・卜部ほか ・ 、尾崎 、加藤・酒井・中埜 、齋藤 ）。それらに筆者の集計
を加えると、 遺跡で累計 の痕跡が認められた（ 年 月段階）。このうち越後平野では、
遺跡（第 図の範囲に入らない 遺跡を含む）・累計 の地震痕跡が集中する（第 図）。この遺

跡数は、全県の ％にも及ぶ。また、うぶすめ遺跡（第 図 ）が津波堆積物（註 ）であるほか
は、液状化を中心とする地震痕跡であり、越後平野が液状化しやすい環境にあることを示している。
なお、高田平野・柏崎平野における液状化跡の検出数は、越後平野と比べると極端に少ない。両平

野の堆積物は、より粘性が強く、液状化しにくい環境にあると考えられる。

３．地震の発生年代

地震の発生年代は、地震痕跡と遺跡との層位関係から推定したが、噴砂の噴出面が後世に削平さ
れている事例が多い。また、当時の地表面まで噴砂が到達しない痕跡、砂脈が閉塞した痕跡など、
遺跡との層位関係の把握が難しいケースがみられ、寒川（ ・ ）が示した模式図のように明
瞭に把握できる事例ばかりでない。加えて遺跡の形成時期と無関係の痕跡や、遺跡との関係から推
定される年代幅が大きい事例が目立つ。このような課題を解決するため、考古地磁気法による年代
推定を一部で行っている。液状化で新たに帯磁した堆積物の残留磁化から古地震の年代を直接求め
る方法であり（酒井・広岡 、酒井・伊藤・菅頭 ）、分析事例は多くないが良好な成果が得
られている。
このように、地震発生年代の特定には課題があるものの、得られている資料をもとに推定した年代

を（ ）縄文時代後期中葉～晩期前葉、（ ）縄文時代晩期終末、（ ）弥生時代中期、（ ）古墳時代、
（ ）平安時代、（ ）中世、（ ）近世に大別した。大別中の痕跡が同時期に発生したとはいえないが、
同じような年代の痕跡が、複数存在すると考えられる。なお、太平洋側と同じような年代に、日本海
側でも地震が発生したことを示す可能性があるが、より詳細な年代の検討が必要である。
（１）縄文時代後期中葉～晩期前葉

越後平野東側の丘陵裾部に立地するツベタ遺跡（ ）・野中遺跡（ ）では、中期の地震痕跡が発
見されている（高濱 、渡辺 ）。一方、平野部においては、中期に遡る地震痕跡は確認されて
いない。中期には、砂丘上など平野部への進出が始まっているが、遺跡数・調査事例が少なく、今後、
検出される可能性がある。
越後平野において、地震痕跡を確認できるのは後期以降である。越後平野でも沈降量が比較的小さ

い北部（卜部・吉田・高濱 ）の胎内市で、後期中葉～晩期前葉の地震痕跡を検出している。江添
遺跡では後期中葉以降（高濱 ）、昼塚遺跡では晩期前葉後半と晩期前葉後半以前（高濱 ）、
道下遺跡では晩期前葉以前・晩期前葉・晩期前葉以降（高濱 ）の液状化跡が確認されている。こ
れらから、後期中葉～晩期前葉ころ、越後平野北部で液状化を発生させる規模の地震が複数回発生し
たと考えられる。
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（２）縄文時代晩期終末

青田遺跡（ ）においては、晩期終末ころに 回の液状化が発生したことが、綿密な層位的調査を
つうじて明らかにされている（高濱・卜部 ）。大沢谷内遺跡（ ）下層で検出された液状化跡も、
晩期終末ころに位置づけられる可能性がある。両遺跡の液状化跡が、同じ地震によるものかは判断で
きないが、同じころに越後平野の広範囲で地震が発生したと考えられる。

（３）弥生時代中期

西郷遺跡（ ）では、中期の遺物包含層の下面～上面付近で噴出する噴砂が認められる。このこと
から、弥生時代中期の地震痕跡と判断した。同じころに位置づけられる痕跡は、今のところ検出され
ていない。

（４）古墳時代

五千石遺跡（ ）では、前期以降の液状化跡や水平断層（小林 を検出している。考古地磁気
法により液状化跡の年代推定が行われ、 年（＋ 年、－ 年）という結果から中期ころの
地震痕跡とされている 酒井・木村 。また、越後平野における事例ではないが、南魚沼市余川
中道遺跡では前期～中期の間に 回の液状化跡が認められる。現在、発見されている古墳時代の地震
痕跡は少ないが、分布に広がりをみせることから、今後、増加する可能性がある。

（５）平安時代（註２）
世紀に位置づけられる地震痕跡が、青田遺跡（ ）・蔵ノ坪遺跡（ ）・前田遺跡（ ）・蕪木遺跡

（ ）・釈迦堂遺跡（ ）・江添Ⅾ遺跡（ ）・北小脇遺跡（ ）・大橋遺跡（ ）・下ノ西遺跡（ ）・
八幡林遺跡で確認されている。
中でも、釈迦堂遺跡で層位的に検出された液状化跡（第 図）は、考古学的所見と史料を対比しう

る重要な成果である。洪水堆積物を挟み
ながら 世紀第 四半期～ 世紀第 四
半期の遺物が層位的に出土しており、
世紀第 四半期の遺物包含層上位と下位
で噴砂の噴出が認められる。報告書では、
下位の液状化跡を （貞観 ）年、上位
の液状化跡を （仁和 ）年に比定して
いる（江口 ）。また、春日（ ）
は、各層から出土した遺物の年代を木簡
の研究成果を踏まえて検討し、遺物の実
年代を絞り込んだうえで、報告書におけ
る歴史地震との対比を支持している。

第 図 釈迦堂遺跡における地震痕跡の層位的検出状況
（新潟県教育委員会ほか ）に加筆
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これらの研究で対比された 年は、『日本三大實録』に記録された「越中・越後地震」である。
釈迦堂遺跡や八幡林遺跡における遺物との層位関係を踏まえれば、この地震と対比できる可能性が高
い。特に八幡林遺跡は、国府の出先機関や駅家などが併置された官衙であり、ここの被災は直ちに中
央に報告され、記録されたと考えられる。なお、 世紀の地震痕跡は越後平野のみに分布し、越中方
面には広がらないことから、被害の中心は越後であったとみられる。『日本三大實録』で越中が先に掲
示されているのは国の文番記載順を意味し、被害の激しかった順を意味するものではない（小林 ）
とみたい。
一方、 年については『新撰越後国年代記』（矢田・相沢 翻刻 ）に記録されたものであるが、

見聞を集めた同書の考証は不十分であり（松田 ）、様々な記録が混乱している可能性が高い（加
藤 ）。 年以降に、別の地震が発生していることは確かなようだが、 年に対比することに
は課題が残る。

世紀の地震痕跡の分布は、弥彦山・角田山の東側に延びる長岡平野西縁断層帯東側の釈迦堂遺跡
（ ）・江添Ⅾ遺跡（ ）・北小脇遺跡（ ）・大橋遺跡（ ）・下ノ西遺跡（ ）・八幡林遺跡、越後
平野東縁に延びる月岡断層帯西側の前田遺跡（ ）・蕪木遺跡（ ）、櫛形山脈断層帯西側の青田遺跡
（ ）、蔵ノ坪遺跡（ ）に地域分けすることができる。地域間の関係は不明だが、同一の地震による痕
跡としては分布が広く、近似した時期の異なる地震痕跡と考えたい（加藤 ）。
また、青田遺跡では、 世紀の地震活動により地盤が沈下し、紫雲寺潟の原型が形成されたと考え

られている（高濱・卜部 ）。四十石遺跡（ ）でも、同様に地盤が沈下した可能性がある。現地
表下 ～ の埋没砂丘に立地するが、遺物包含層上には「未分解有機質を含む」地層が厚く堆積し
ている。地盤沈下の過程は報告されていないが、その記載内容からは、砂丘上に 世紀の遺物包含層
が堆積した後、急速に湿地化したことがうかがえる。『日本三大實録』には、「陵谷易處」と記録され
ており、地震を契機に丘と谷の場所が変わるような隆起・沈降が生じたことがうかがえる。青田遺跡・
四十石遺跡における湿地化は、このような地形の変化を示す可能性がある。

（６）中世

小坂居付遺跡（ ）では、 世紀末～ 世紀中葉ころの液状化跡を検出している。境塚遺跡（ ）
では、複数の液状化跡が検出され、詳細に分析されている。 区は 世紀末～ 世紀以降、 世紀
以前、 区北側は ～ 世紀中ころ、 区南側は 世紀代の地震痕跡と推定されており（古澤 ）、
考古地磁気法による分析では 世紀～ 世紀と推定されている（酒井・木村 ）。山口野中遺跡
（ ）では、縄文時代晩期以降、 世紀前半以前の液状化跡を検出しており、考古地磁気法による分
析で 年± 年という結果が得られている 酒井・名古屋・加藤 。また、石船戸東遺跡
（ ）においては、遺構と液状化跡の切り合い関係から 世紀以前と 世紀以降に位置づけられる
液状化跡が検出されている。この つの液状化跡について、考古地磁気法により年代推定したところ、

－ 年、 － 年の地磁気方向との対応が認められた。前者は 世紀ころ、後者
は境塚遺跡・山口野中遺跡で検出している中世の液状化跡と近似した年代と考えられる（酒井ほか
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）。これらの成果から ～ 世紀ころに複数の地震が発生したとみられるが、『最新版 日本被
害地震総覧』（宇佐美 ）に、この時期の越後の歴史地震は掲載されていない。

（７）近世

近世新潟町跡（ ）では、複数の液状化跡を層位的に検出されており、 宝暦 年と 天
保 年＝庄内沖地震に発生した地震に対比している。 ・ では、 世紀後半～ 世紀初頭の
礎板が噴砂で持ち上げられた様子を確認でき、庄内沖地震の液状化跡が存在することは確かなようで
ある。小船渡遺跡（ ）では 世紀以降の液状化跡が検出されており、考古地磁気法による年代推定
で 年±150 年という結果が得られている（塚田ほか ）。庄内沖地震または『新発田藩
史料』に記録された （寛文 ）年に比定できる可能性がある。

文政 年に発生した三条地震は、三条市を中心とする信濃川流域の平地で発生したマグニ
チュード の地震である。震度６以上の烈震に見舞
われた範囲は ㎢であり、被災地は局所的とされる。
液状化跡を検出した遺跡の分布も、比較的狭い範囲に
まとまっており、三条城跡（ ）（高濱ほか ）・石
塚遺跡（ ）（寒川 ）・釜渕遺跡（ ）（伊藤 ）・
保明浦遺跡（ ）・観音寺遺跡（ ）（寒川 ）の
痕跡が三条地震によるとされる。

４．地震痕跡を検出した遺跡の立地

（１）新潟県全域の状況

中埜・酒井・加藤（ ）は、新潟県全域を対象とし
て、地震痕跡を検出した遺跡の立地を検討したことが
ある。若松ほか（ ）による地形分類情報（ ｍメ
ッシュ微地形区分）と重ね合わせ、後背湿地や三角州・
海岸低地が大半を占めることを明らかにした（第
図）。また、最近接河川（ 級河川以上）の中心線から
の距離を計測した結果、大半が ｍ以内に収まり、
特に ｍ以内に多いことがわかった（第 図）。この
ことは、地震痕跡を検出した遺跡の多くが、河川近傍
に位置することを示している。
新潟県内において地震痕跡を検出した遺跡の 割以

上が越後平野に存在する。したがって、これらの傾向
は、越後平野における状況をおおむね反映していると
いえる。

第 図 地震痕跡を検出した遺跡の立地
（中埜・酒井・加藤 ）

第 図 最近接河川からの距離と遺跡数
（中埜・酒井・加藤 ）
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が、

液状化が多発した砂丘斜面の末端部と同様の立地といえる。能登半島地震の被災地の分析では、地
化跡は、砂丘頂部ではなく、砂丘間低地との境界付近で検出している。新潟地震・能登半島地震で

（２）越後平野の状況

新潟県内において液状化跡を検出した遺跡は か所あるが、そのうち か所（ ％）が越後平野
に存在する。特に、信濃川・阿賀野川の下流域は液状化しやすい条件にあり、液状化跡を検出した多
くの遺跡は、ここに集中的に認められる。また、長岡平野西縁断層帯と櫛形山脈断層帯・月岡断層帯
に挟まれた地域に集中しており、これらの活断層との関係にも注意したい。
第 図は、色別標高図に検出遺跡の分布を示したものである。標高 ｍ以下の地域で大半の液状

化跡が検出されており、特に 以下に集中する。 地帯における遺跡もあり、低標高地帯での検
出が多いことは明らかである。
かつて各地に存在した潟湖の周辺でも特徴的に認められる。紫雲寺潟周囲では青田遺跡（ ）・蔵ノ

坪遺跡（ ）・砂山中道下遺跡（ ）・野中土手付遺跡（ ）・住吉遺跡（ ）、白蓮潟周囲では小坂居付遺
跡（ ）、鎌倉潟周囲では大沢谷内遺跡（ ）・行屋崎遺跡（ ）が立地する。また、阿賀野市の旧阿
賀野川右岸では液状化跡が集中するが（ ～ ）、これも流路跡に形成された百津潟等の周辺に立地
する（註 ）。これらの事例は、河川から近距離にあることと同様、水辺が近い環境にあることを示す。
また、阿賀野川以北の潟湖周辺は、 より浅い位置に砂層が広く分布しており、液状化しやすい地
質構成となっている（国土交通省北陸地方整備局作成「液状化しやすさマップ」）。地下水位の高さと
浅い位置の砂層の存在が、液状化を発生させたと考えられる。内水面交通が重要な移動手段となった
越後平野においては、河川や潟湖の近傍に多くの遺跡が立地するが、液状化を発生しやすい環境にも
あったといえる。
砂丘周辺での検出も多い。馬見坂遺跡（ ）、松影 遺跡（ ）、石動遺跡（ ）、山木戸遺跡（13）

前山遺跡（ ）、四十石遺跡（ ）は、砂丘上に立地する。筆者が調査を担当した松影 遺跡の液状

形勾配の転換点付近で上載荷重の少ない地下水位の浅い部分で液状化が発生したとされるが（卜部
ほか2024）、これと同様の環境で検出したといえる。ほかの事例の詳細な検出位置が明らかでない

砂丘頂部ではなく、上載荷重の少ない低地と接する範囲で発生したと想定される。
地域的にみると、燕市（ ～ ）、阿賀野市（ ～ ）、三条市～加茂市（ ～ ）に集中的に存在

する。燕市は長岡平野西縁断層帯の東側、阿賀野市は月岡断層帯の西側、三条市～加茂市は吉野屋断
層（澤 、石山ほか ）の西側に近接しており、これらの活動との関係について検討が必要で
ある。中でも、最も多くの事例が集中する阿賀野市の検出率の高さと地震規模の大きさは特筆される。
石船戸遺跡（ ）では、基本層序の褶曲、地割れによる引き込みなどによる隆起・陥没現象、大規模
な砂の噴出によって地面が滑り落ちる地滑り現象、長く続いた地震動のために地面が波打つ地波現象
が認められ、遺跡が大きく破壊された様子が詳細に観察されている（古澤 ）。遺跡が集中する阿
賀野市水原地区は、広い範囲にわたって浅層に砂層が分布することから、液状化リスクが高いとされ
ており（国土交通省北陸地方整備局作成「液状化しやすさマップ」）、液状化跡の検出状況と調和的に
理解することができる。
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（３）液状化しやすさマップとの比較

新潟県内の過去の液状化履歴と液状化の危険度を示した「液状化しやすさマップ」（国土交通省北
陸地方整備局作成 ）に重ねると、リスクの高
い土地で検出される傾向にあることがわかる。液状化跡を検出した遺跡の ％（液状化しやすさマッ
プ対象地域外の野地遺跡・ツベタ遺跡、津波堆積物のうぶすめ遺跡を除く 遺跡中 遺跡）が、液
状化危険度 （液状化の可能性が高い）・危険度 （液状化の可能性がある）の範囲内またはその直近
に位置する。液状化の条件を「①砂地盤であること。② 値が低くルーズであること。③地下水位に
満たされていること。」として危険度を判定したものであるが、液状化跡を検出した遺跡は、この 条
件がそろった地域に立地するといえる。

５．繰り返す液状化

新潟地震と能登半島地震においては、同じ範囲で液状化が発生している。液状化跡を検出した遺跡
においても、複数時期の痕跡が層位的に検出される事例が多い。青田遺跡（ ）では縄文時代晩期終末
に 回発生しているほか、 世紀と 世紀以降、享保年間以前の痕跡が重複する。また、平安時代の
釈迦堂遺跡（ ）、近世の近世新潟町跡（ ）については、短期間における複数の痕跡が、層位的に
把握されている。ほかにも昼塚遺跡、道下遺跡、境塚遺跡（ ）、土橋北遺跡（ ）、石船戸東遺跡（ ）、
ツベタ遺跡（ ）、石動遺跡（ ）、大沢谷内遺跡（ ）、馬越遺跡（ ）、小諏訪前 遺跡（ ）で複
数時期の液状化跡を検出している。これらの事例は、同じ範囲で、液状化が繰り返されたことを示し
ている。

おわりに

越後平野は、液状化が発生しやすい環境にあり、能登半島地震においても甚大な被害が発生した。
遺跡調査でも液状化跡が多数発見されている地域であり、縄文時代後期から江戸時代の 遺跡で痕
跡を確認した。その立地を検討した結果、標高 ｍ以下の範囲、河川や潟湖に近い範囲で検出されて
おり、地下水を多く含む地域で液状化が発生したと考えられた。加えて上載荷重が少ない場合、地下
の浅い位置に砂層が存在する場合に、より液状化発生のリスクが高いと想定された。
また、新潟地震と能登半島地震においては、液状化が同じ範囲で繰り返されたが、複数時期の液状

化跡が検出された遺跡が多数認められた。このことは、過去に液状化した地域において、今後も液状
化を繰り返す可能性を示している。考古学的調査から明らかになった災害履歴を、地域の防災・減災
の施策に活かすことが求められよう。

本研究は、新潟大学災害・復興科学研究所共同研究費（ ♯ 、 ♯ ）の助成によって行
われた成果をもとに作成した。
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註

註 うぶすめ遺跡の津波堆積物は、新潟大学の調査で発見されたものである。 年 月 日発行の新潟日報の

記事があるほか、齋藤（ ）がリストに掲載している。なお、うぶすめ遺跡周辺の堆積相を分析した岡本ほか（ ）

は、津波に由来する記載はみられない。

註 平安時代の記載は、拙稿（加藤 ）をもとに一部を加筆・改変したものである。

註 阿賀野市は、阿賀野川が山間部から平野に出て、勾配が急激に緩やかになる地域にあたる。このような環境か

ら、阿賀野川は大きく蛇行し、時々で流路を変化させるが、その流路跡に潟湖が形成されている。
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Traits of Earthquakes in the Echigo Plain: Locations of the Sites 
Where Traits of Soil Liquefaction were Identified 

KATO Manabu 

Abstract : The Echigo Plain where soil liquefaction has often occurred also suffered a tremendous damage from 

the 2024 Noto Peninsula Earthquake. Numerous traits of soil liquefaction have been found from the excavated 

sites: a total of 65 archaeological sites attributable to the Late Jomon period to the Edo era. Our examination of 

the locations of these sites revealed that the traits of soil liquefaction are observed in the sites where the elevations 

are lower than 10 m, located near rivers and lagoons, particularly in the area where plenty of underground water 

is stored.  
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